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第 38 回 

令和 7 年  

3/29 
（土） 

午後 5 時開始 午後 4 時開場

場所：岩村城藩主邸跡   
    岩村歴史資料館駐車場  

  岐阜県恵那市岩村町 98 

雨天時：岩邑小学校体育館 
 岐阜県恵那市岩村町 1524-1  

恵那市制 20 周年記念 

チケット販売中 
 大人 前売 3,000 円 

     当日 3,500 円 

 大学生   2,000 円 

 高校生   1,000 円 

 中学生以下 無料 

（保護者同伴に限る） 

開演前にいわむらの子どもたちの「 謡
うたい

」の合唱・連吟を行います。（午後 4 時 30 分から） 

チケット取扱所 
恵那市観光協会岩村支部  
  0573-43-3231 

恵那文化センター      

  0573-26-6916 

岩村コミュニティセンター  

  0573-26-6925 

チケットぴあ    

ジョイセブン（会員制）    

  0573-65-1177 

能 「邯鄲
かんたん

」 

辰巳満次郎氏提供 

狂言 「蝸牛
かぎゅう

」 茂山あきら ほか 能 「邯鄲
かんたん

」   

重要無形文化財総合指定保持者  

辰巳満次郎 ほか 

呈茶 3/29 （土） 

13 時から 3 時半 

茶室 圓月 雨天中止 

主催：圓月朋の会 

スマホ de 解説  
提供：一財 衆我財団 

 イヤホン持参ください。    

 使用料は無料です。 

 スマホ機種によっては利用できません 

当日、ＱＲコードを読み取り「邯鄲」の解説が聞けます。 

主催/いわむら城址薪能実行委員会 

後援/恵那市 恵那市教育委員会 恵那市観光協会岩村支部

恵南商工会岩村地域委員会 市民三學岩村委員会 

城下町ﾎｯﾄいわむら 
お問合せ先 恵那市観光協会岩村支部 

☎0573-43-3231 

※チケットは延期された 8/31 のものを使用します。 



能「邯 鄲」について
蜀の国の青年盧生は、漫然と日々を送ってい

たが、楚国の高僧に教えを受けようと旅立ち、
邯鄲の里で一軒の宿に泊まる。宿の女主人は、
眠ると悟りを得ることのできる、「邯鄲の枕」
を盧生に勧める。枕に伏した盧生は眠りに落ち
ていく。

すると、勅使に起こされ、皇帝の位が盧生に
譲られたと聞き、輿に乗って宮殿に向かう。皇
帝として栄華を極めた年月が過ぎ、盧生の在位
50年を祝う酒宴が催される。舞人の舞に合わせ
盧生も舞うと、昼夜、春夏秋冬が目まぐるしく
移り変わり、やがてすべてが消え去ってしまっ
た。

女主人に、粟ご飯が炊けたと起こされ盧生は
目覚めた。50年の栄華も、粟ご飯が炊ける短い
間に見た夢に過ぎなかったと気づいた盧生は、
この世は何事も夢のようにはかないものだとい
う悟りを得る。この邯鄲の枕こそ、自分の求め
ていた人生の師であったと感謝し故郷へと帰っ
て行った。

狂言「蝸 牛」について
太郎冠者は、主人から、伯父の病気を治す薬

にと蝸牛を取りに行くことを命じられるが、蝸
牛がどんなものか見たことがない。藪に行けば
必ず見つかるもので、腰に貝を付けていると主
人に教えられ、捜索を始めた。

竹藪で寝ていた山伏を見つけた太郎冠者は、
蝸牛を探し当てたと思い込む。勘違いに気づい
た山伏は、からかってやろうと蝸牛のふりをし、
「でんでんむしむし」と囃しながら、家に向か
う。とうとう主人も巻き込まれ、三人で踊りだ
す大騒ぎになる。

いわむら城址 薪能
令和7年

3/29（土）

午後5時開始
午後4時30分 謡の連吟
午後4時開場

会場 岩村城藩主邸跡 雨天/岩邑小学校 体育館

番組
仕舞 「高 砂」辰巳 和磨

「田 村」辰巳 大二郎

「羽 衣」澤田 宏司

「 砧 」 山内 崇生

狂言 「蝸 牛」
山伏 茂山 あきら
主人 山下 守之
太郎 井口 竜也
後見 茂山 茂

仕舞 「桜川」玉井 博祜

能 「邯 鄲」
盧生 辰巳 満次郎
大臣 橋本 宰
臣下 椙本 正樹
舞人 内藤 瑞駿
宿主 茂山 茂

笛 竹市 学
小鼓 後藤 嘉津幸
大鼓 河村 眞之介
太鼓 澤田 晃良

後見 石黒 実都 柏山 聡子

地謡 山内 崇生 澤田 宏司
辰巳 大二郎 辰巳 和磨
石塚 尚寿 清水 達郎
片桐 真 中村 成利

謡の連吟 「高 砂」「猩 々」「羽 衣」

勝野 大翔 三田 瑛莉香 勝野 純玲 勝野 咲来 市川 怜奈 鈴木 琴巳
勝野 航 鍋島 志織 青木 琉聖 森 雄生 三尾 真大 勝川 恵里子

yoshinori_kagohashi
ノート注釈


